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141　　　 血 小 板 内 タ ウ リ ン が血 小板 β
一TG 放

出能，並び に 血小板内Ca イ オ ン 動態に 及ぼす 影

響 に つ い て

142　　　　 血小板 一一血管壁相互 作用下で の Aspi−

rin の 及ぼす影響に つ い て 一妊娠家兎摘出動脈の

Angi。tensin　 llに対する血管反応性を指標 として

岡 山大

難 波克年 ， 江 尻孝 平 ，須 賀清 博，兼 森 博章，

工 藤尚文 ，関 場 香

大阪市立母子セ ン ター

中本　收 ， 日高　敦夫

［目的］我々 は 従来 よ り，血小板内 タ ウ リ ン と妊 娠

中毒症 と の 関 連性 に つ き報 告 して き た。すな わ ち，

妊娠中 毒症 に お い て は 血小板 へ の タ ウ リ ン の 取 り

込 み は増加 し，血 小板内 タ ウ リ ン 濃 度 の 上 昇に よ

り血小板凝 集能が 抑制 され，ATP 放 出 も減少する

こ とを 報告 した ．そ こ で 今 回 は ，血小板 内 タ ウ リ

ン が血 小板β
一TG 放出能 ， 及び Caイ オ ノ フ ォ ア （A

− 23187）に よ る 血小板 凝集 に 及 ぼ す 影響 に っ い て

検討 し た ．

［方 法］タ ウ リ ン 負 荷 （最終基 質濃度 6．25，25，50m

M ）洗 浄 血 小 板 は ，第 41，　42回 本学 会 で 報 告 し た 方

法 に よ り作成 した ． こ れ に 凝集 惹 起 物質 と して A

DP （0，5〜1．D μM ）、collagen （0．25〜0．75μ g／ ml

）を 加 え 3 分 間反 応 さ せ 氷 冷後， 上 清を採取 し β

一
　TG リア パ

ッ ク に て β
一TG 放 出量 を測 定 した。

さ らに A − 23187 （1〜5μ M ）刺激 に よ る タ ウ リ ン 負

荷洗 浄血 小 板 の 凝集 能に つ い て 検討 し た。

［成纉］ タ ウ リ ン 負荷群 で は ，非負荷群 （100 ％）

に 比 べ ，血小板か ら の β
一TG 放 出量 は ，　 ADP 凝

集 で は 62〜83％ に ， collagen 凝 集 で は 66〜83％

に 抑制 され た、また A− 23187 に よ る 血 小板 凝集能

は ，タ ウ リ ン 負荷群で は ，非負荷群 （100％）に 比

べ ，46 〜78 彩 に 抑制 され た 。

［結 論］血 小板 内 タ ウ リ ン は．血小 板内濃 染 顆粒か

ら の ATP 放 出反 応 の み な らず， α 顆粒 か ら の β

一TG の 放 出 も減 少 させ る 事 が判 明 した． さ ら に

A− 23187 に よ る 血小 板内遊 離αiイ オ ン 動員 に 対 し

て も抑制的に 作用 する こ とが 示 唆され た。すな わ

ち血 小 板 内 タ ウ リ ン は
， 妊 娠 中 毒症 に お け る 血 小

板 の 活性 化 に 対 し て
， 抑止 的 に 作 用 し，妊娠 中 毒

症 に お け る ホ メ オ ス タ
ー

シ ス を 維持する の に 関与

して い る 可 能性が 示 唆 され た．

【目的】末梢の 微小循環を改善する目的で抗血小

板療法が注 目されて い る 。 特に low　dose　Aspirin

（Asp．）療法は産科領域で も子宮胎盤循環の 改善 に

よ る胎児発育遅延の 予防に対する有効性が検討 さ

れて い る。そ こで 血小板作用下 の局所動脈壁にお

い て ，Asp．の 及ぼすAngiotensin　 n （A−ll　）に対す

る血管反応性へ の 影響に っ い て 検討を加えた。

【方法】妊娠家兎（日齢 25− 28日）の 摘出動脈輪状

切片を作成 し，A−H に対する血管の 等尺 性収縮を

測定 した 。 血管内皮機能は KC1収縮後の Acetyl−

choline によ る弛緩反応で 確認 した。同検体か ら

採取 した洗浄血小板を添加 （終濃度 2000／m  ） し，

A一且 に 対する血管反応性（EC5。値 ；
−log ［M］，最大

収縮力値 ；g）を検討 した 。 そ して Asp．　 G．02−20μg

／  の 添加前後の 血管反応性の 変化か らA − llに対

す る血管反応性 に対す るAsp．の 影響を検討 した。

【成績】血管壁単独で ，Asp．添加（2．Ox10
− 5g

／πの

に 伴 い 血管反応性 は亢進 した （EC5。 値の 変化は

0．08± O．025， n・4，
　m± SEM）。 さ らに血小板添加時 ，

血管反応性は亢進 し く0．35± 0．074
，

・
n・8）， また

Asp．添加に 伴 っ て も血管反応性はさ らに亢進する

傾向を認 めた （0．45± O．　058，n ・6）。

【結論】 low　dose　Asp．療法は
， 血管内皮 PGI2産生

に 影響 を与え ず ， 血小板 cyclooxygenase 抑制 に

伴 うthromboxane　 A2産生低下 に よ る血小板凝集

抑制作用が 期待されて い る。 しか し今回の 結果

は ，　 Asp．20ag／認の濃度で 血小板
一
血管壁相互 作

用下で もA− llに対する血管反 応性の 亢進 を示 し

た 。 こ の こ とは妊娠時の low　dose　Asp．療法が少

な くと も血小板凝集抑制 に よ る血液流動性に改善

が あ っ て も，正常血管局所に は弛緩作用 を及 ぼす

もの で はない こ とを明 らか と した 。
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